

















日本写本、九行二十字。有影摹「足利学校」 「轟文庫」両朱印。毎巻首下方有 「睦子」 二字。 （徐坊遺書。癸亥）



































たのかは明らかでない。 「整理説明」によ と そもそも現存三十八冊の『蔵園瞥録』中、二十九冊は傅増湘が中国各地で目にした書物、二冊は一九二九年秋、彼が来日した時に観た書物、七 は彼の所蔵する書物の記録なのであるが、 『蔵園群書経眼録』ではそれらを書名ごとにまとめてしまっているの 、中国で観た か、日本で観た かはっきりしないことがある。日本で 宮内省図書寮、 内閣文庫、岩崎氏静嘉堂 内藤氏恭仁山荘、前田氏尊経閣及び西京諸古刹所蔵の善本を記録し と「整理説 」 言う。現在所蔵が明らかな三十六本の写本中「金沢文庫」の印記があものは一本もない。但し前田氏尊経閣 ある応永三十四年鈔本（応永本）には「金沢学校」なる印記が有り、九行二十字である。この本の大きさは、 縦二十二、 五センチメートル、横十五センチメートルである。 「高七寸七分、寛五寸六分」は、清朝 寸法ならば縦約二十四 六センチメー
― 71 ―

















とあるが、 この意味が全くわからない。宋板の『論語義疏』など見たこともないし、存在すら疑わし かりにそれが存在したとして それは金沢文庫の真本に拠って作られたということを言っているのであろうか。金沢文庫の真本とは、金沢文庫に所蔵されていた中国伝来 旧鈔本の意味なのか。　
そもそも「首ニ轟文庫ノ墨印アリ睦子ノ印アリ」以下の














るために南京図書館を訪問した。南京図書館 （略称 「南図」 ）は俗に「難図」といわれるほど、本を見せてくれないことで有名なので、事前に中国の著名な学者と機関の紹介状を二通準備した。それでも出かけ 前から若干の不安があった。紹介状を書いてくださった先生が南京の友人を通じて南京図書館に事前に問い合わせをしてくれたのだが、その直後から、上に掲げた画像はウェブ上から削除されてしまっていたからである。　
案の定、古籍閲覧室の若い出納係に目的の図書番号を告















　と著録されている。この委員会は一九四一年四月から一九四九年九月まで存続したから、 八千巻楼の 論語義疏』（松田本） が中華人民共和国成立直前まで南京図書館にあっ
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たことが再確認されよう。
（待続）
注（一）
 傅増湘撰『蔵園群書経眼録』中華書局
　
一九八三年九月。
（二）
 莫友芝撰、傅増湘訂補、傅熹年整理『蔵園訂補
　
郘
亭知
見伝本書目』中華書局
　
二〇〇九年四月。これに先だっ
て一九九三年六月、傅熹年は、同出版社から同一書名の手書きのものを出版している。
（三）
 『蔵園群書経眼録』巻頭の「蔵園群書経眼録整理説明」に「熹年謹以這三十八冊『瞥録』為主、参考其他撰述和札記手稿等、整理成此書」とある。
（四）
 『近藤正斎全集』第二
　
国書刊行会
　
一九〇六年三月。
（五）
 『近藤正斎全集』第三
　
国書刊行会
　
一九〇六年十月。
（かげやま
　
てるくに・実践女子大学教授）
